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(57)【要約】
典型的には、その場所を認知していない、センサの空間
位置を特定可能なＲＦＩＤシステムを使用して、時空間
データを収集する、システムおよび方法を説明する。そ
のようなシステムおよび方法は、下層ＲＦＩＤ読取機イ
ンフラストラクチャに関連する読取ゾーンに対してとは
対照的に、空間内のセンサの場所を判定可能であるとい
う点において、従来のＲＦＩＤシステムと対比すること
ができる。一実施形態は、複数の読取ゾーンを有し、セ
ンサクラウド内のセンサの時空間状態を取得するように
構成され、各センサの時空間状態が、センサ情報、タイ
ムスタンプ、およびＲＦＩＤシステムの読取ゾーンから
独立して指定される、空間場所を含む、ＲＦＩＤシステ
ムと、経時的に、複数のセンサの時空間状態を記憶する
ように構成される、時空間データベースと、アプリケー
ションサーバと、を含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　センサクラウド内の条件を検出し、複数の読取ゾーンを有するＲＦＩＤシステムを使用
して、イベントをトリガするためのプロセスであって、
　前記ＲＦＩＤシステムを使用して、前記センサクラウド内の複数のセンサの時空間状態
を取得するステップであって、各センサの時空間状態は、センサ情報、タイムスタンプ、
および前記ＲＦＩＤシステムの読取ゾーンから独立して指定される、空間場所を含む、ス
テップと、
　時空間データベース内の複数のセンサの時空間状態を記憶するステップと、
　少なくとも１つのフィルタを前記時空間データに適用し、少なくとも１つの条件の存在
を検出するステップと、
　前記少なくとも１つの条件の検出に基づいて、少なくとも１つのイベントをトリガする
ステップと
　を含む、プロセス。
【請求項２】
　前記空間場所は、空間座標として、指定される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記空間座標は、３次元空間内の一意の位置を指定する、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　少なくとも１つのセンサの時空間状態はまた、前記センサデータを取得するように起動
された前記ＲＦＩＤシステム内のデバイスの識別、ＲＦＩＤ受信機によって受信された前
記センサからの信号の位相、およびＲＦＩＤ受信機によって、前記センサから受信された
信号の到着の方向から成る群から選択される、少なくとも１つの値を含む、請求項１に記
載の方法。
【請求項５】
　各センサの空間場所の計算は、前記ＲＦＩＤシステムの一部を形成しない、デバイスに
よって生成される信号のセンサによる受信に依存しない、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記時空間データに適用され、少なくとも１つの条件の存在を検出するためのフィルタ
は、少なくとも１つの空間条件を含み、各空間条件は、前記ＲＦＩＤシステムの読取ゾー
ンから独立して、少なくとも１つの空間場所を指定する、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記フィルタは、センサが、前記少なくとも１つの空間条件によって指定される、前記
少なくとも１つの空間場所内に存在するかどうかを検出する、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記フィルタはまた、前記少なくとも１つの空間条件を満たす、時空間状態を有する、
センサに関して収集された時空間データがまた、時間的条件を満たすかどうかを検出する
、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記フィルタはまた、前記少なくとも１つの空間条件を満たす、センサの時空間状態が
、データ条件を満たす、センサデータを含むかどうか検出する、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記時空間データに適用され、少なくとも１つの条件の存在を検出するためのフィルタ
は、空間条件のシーケンスを含み、各空間条件は、前記ＲＦＩＤシステムの読取ゾーンか
ら独立して、少なくとも１つの空間場所を指定する、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記フィルタは、センサが、空間条件のシーケンスによって指定される、空間場所間を
移動するかどうかを検出する、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記フィルタはまた、前記空間条件のシーケンスを満たす、軌道を有する、センサに関
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して収集された時空間データがまた、少なくとも１つの時間的条件を満たすかどうかを検
出する、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記フィルタはまた、前記空間条件のシーケンスを満たす、軌道を有する、センサの時
空間状態が、データ条件を満たす、センサデータを含むかどうかを検出する、請求項１１
に記載の方法。
【請求項１４】
　前記時空間データに適用され、少なくとも１つの条件の存在を検出するためのフィルタ
は、センサの運動を検出する、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記フィルタによってトリガされるイベントは、前記センサの時空間状態を取得するた
めに、ＲＦＩＤシステムによって、移動中であると判定される、センサの読取である、請
求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　時間ベースのフィルタを適用し、前記時空間データベース内の時空間データを条件付け
るステップをさらに含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記イベントは、通知送信、前記ＲＦＩＤシステムを使用したセンサ読取の始動、デバ
イスの起動、およびプロセスの始動から成る群から選択される、請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　前記センサクラウドは、バイナリ検出器、受動的ＲＦＩＤタグ、能動的ＲＦＩＤタグ、
および変換器を含むＲＦＩＤタグから成る群から選択される、センサを含む、請求項１に
記載の方法。
【請求項１９】
　ＲＦＩＤシステムであって、
　複数の読取ゾーンを有し、かつ、センサクラウド内のセンサの時空間状態を取得するよ
うに構成されたＲＦＩＤ読取機システムであって、、各センサの時空間状態は、センサ情
報、タイムスタンプ、およびＲＦＩＤ読取機システムの読取ゾーンから独立して指定され
る、空間場所を含む、ＲＦＩＤ読取機システムと、
　経時的に、複数のセンサの時空間状態を記憶するように構成される、時空間データベー
スと、
　少なくとも１つのフィルタを前記時空間データベース内のデータに適用することによる
、少なくとも１つの条件の検出に基づいて、イベントをトリガするように構成される、ア
プリケーションサーバと
　を含む、システム。
【請求項２０】
　前記アプリケーションサーバは、少なくとも１つの空間条件を含む、フィルタを適用す
るように構成され、各空間条件は、前記ＲＦＩＤ読取機システムの読取ゾーンから独立し
て、少なくとも１つの空間場所を指定する、請求項１に記載のＲＦＩＤシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、概して、無線周波数識別（ＲＦＩＤ）に関し、より具体的には、ＲＦＩＤシ
ステムによって生成されるデータを解釈するステップに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のＲＦＩＤシステムは、ＲＦＩＤ読取機の読取ゾーン内のＲＦＩＤタグの特定を伴
う。ＲＦＩＤタグはそれぞれ、典型的には、ＲＦＩＤ読取機の読取ゾーン内で応答すると
、タグの識別を可能にする、識別シーケンスを含む。ＲＦＩＤシステムが、ＲＦＩＤタグ
を特定することができる精度は、ＲＦＩＤ読取機のそれぞれの読取ゾーンのサイズによっ



(4) JP 2013-533835 A 2013.8.29

10

20

30

40

50

て、判定される。典型的ＲＦＩＤシステムは、ＲＦＩＤタグ読取からデータセットを構築
し、各読取は、一意の識別子を示し、関連付けられたタイムスタンプを有し、読取ゾーン
を示す。ＲＦＩＤ読取機の読取ゾーンが、重複する時、異なる読取機による具体的ＲＦＩ
Ｄタグの読取速度等の情報の分析は、ＲＦＩＤタグが、実際に、存在する、ゾーンを判定
するために使用することができる。
【０００３】
　多くのＲＦＩＤシステムが、実世界のビジネスプロセスを支援するように展開されてい
る。用語「ビジネスプロセス」は、本明細書では、実世界の環境内の所定の条件に応答し
て行われる、アクティビティのシーケンスを説明するために使用される。ビジネスプロセ
スの実施例として、組立、梱包、選別、出荷、および受取が挙げられるが、それらに限定
されない。資源が、サプライチェーンを通って移動するのに伴って、典型的には、多数の
ビジネスプロセスの対象となる。膨大な量のデータが、ビジネスプロセスの履行の際、資
源の移動に関連して、ＲＦＩＤシステムによって生成され得る。データが収集され、ルー
ルおよび／またはクエリ（集合的に、フィルタ）が、収集されたデータに適用され得る。
場所精度が、ＲＦＩＤ読取機の設置によって定義されるゾーンに限定される時、ＲＦＩＤ
読取機の設置は、大まかな資源移動に関連する情報を得ることにとって重要となるであろ
う。例えば、商品が、特定の中間準備地域内にあるかどうかを判定するステップは、典型
的には、一式の読取機の読取ゾーンのみ、中間準備地域を網羅するように、ＲＦＩＤ読取
機を設置するステップを伴う。そのようなシステムは、静的傾向にある。したがって、ビ
ジネスプロセスを変更することは、新しいビジネスプロセスを支持するために有用な情報
を取得するために、ＲＦＩＤインフラストラクチャ（すなわち、ＲＦＩＤ読取機および任
意の関連付けられたケーブルおよびセンサハードウェア）を移動させることを必要とし得
る。加えて、資源の移動に関する情報は、読取ゾーン内の滞在時間およびその間の遷移に
限定される。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　ＲＦＩＤ読取機システムを使用して、典型的には、その場所を認知していない、センサ
の空間位置を特定可能なＲＦＩＤシステムを使用して、時空間データを収集する、システ
ムおよび方法を説明する。そのようなＲＦＩＤシステムおよび方法は、下層ＲＦＩＤ読取
機インフラストラクチャに関連する読取ゾーンに関してとは対照的に、空間内のセンサの
場所を判定可能であるという点において、従来のＲＦＩＤシステムと対比することができ
る。加えて、そのようなシステムは、下層ＲＦＩＤ読取機インフラストラクチャの読取ゾ
ーンから独立して定義される、空間条件（すなわち、許容された空間場所）を伴う、経時
的に収集されたセンサの空間場所（すなわち、時空間データ）にフィルタを適用可能であ
る。多くの実施形態では、ＲＦＩＤシステムは、イベント駆動アクションおよびデータ駆
動アクションを利用して、センサクラウド内で生じる実世界のビジネスプロセスを向上さ
せる。
【０００５】
　一実施形態は、ＲＦＩＤシステムを使用して、センサクラウド内の複数のセンサの時空
間状態を取得するステップであって、各センサの時空間状態が、センサ情報、タイムスタ
ンプ、およびＲＦＩＤシステムの読取ゾーンから独立して指定される、空間場所を含む、
ステップと、時空間データベース内の複数のセンサの時空間状態を記憶するステップと、
少なくとも１つのフィルタを時空間データに適用し、少なくとも１つの条件の存在を検出
するステップと、少なくとも１つの条件の検出に基づいて、少なくとも１つのイベントを
トリガするステップと、を含む。
【０００６】
　さらなる実施形態では、空間場所は、空間座標として、指定される。
【０００７】
　別の実施形態では、空間座標は、３次元空間内の一意の位置を指定する。
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【０００８】
　なおもさらなる実施形態では、少なくとも１つのセンサの時空間状態はまた、センサデ
ータを取得するように起動されたＲＦＩＤシステム内のデバイスの識別、ＲＦＩＤ受信機
によって受信されたセンサからの信号の位相、およびＲＦＩＤ受信機によって、センサか
ら受信された信号の到着の方向から成る群から選択される、少なくとも１つの値を含む。
【０００９】
　なおも別の実施形態では、各センサの空間場所の計算は、ＲＦＩＤシステムの一部を形
成しない、デバイスによって生成される信号のセンサによる受信に依存しない。
【００１０】
　なおもさらなる実施形態では、時空間データに適用され、少なくとも１つの条件の存在
を検出するためのフィルタは、少なくとも１つの空間条件を備え、各空間条件は、ＲＦＩ
Ｄシステムの読取ゾーンから独立して、少なくとも１つの空間場所を指定する。
【００１１】
　なおも別の実施形態では、フィルタは、センサが、少なくとも１つの空間条件によって
指定される、少なくとも１つの空間場所内に存在するかどうかを検出する。
【００１２】
　再び、さらなる実施形態では、フィルタはまた、少なくとも１つの空間条件を満たす、
時空間状態を有する、センサに関して収集された時空間データがまた、時間的条件を満た
すかどうかを検出する。
【００１３】
　再び、別の実施形態では、フィルタはまた、少なくとも１つの空間条件を満たす、セン
サの時空間状態が、データ条件を満たす、センサデータを含むかどうか検出する。
【００１４】
　さらに付加的実施形態では、時空間データに適用され、少なくとも１つの条件の存在を
検出するためのフィルタは、空間条件のシーケンスを備え、各空間条件は、ＲＦＩＤシス
テムの読取ゾーンから独立して、少なくとも１つの空間場所を指定する。
【００１５】
　別の付加的実施形態では、フィルタは、センサが、空間条件のシーケンスによって指定
される、空間場所間を移動するかどうかを検出する。
【００１６】
　なおもさらなる実施形態では、フィルタはまた、空間条件のシーケンスを満たす、軌道
を有する、センサに関して収集された時空間データがまた、少なくとも１つの時間的条件
を満たすかどうかを検出する。
【００１７】
　なおも別の実施形態では、フィルタはまた、空間条件のシーケンスを満たす、軌道を有
する、センサの時空間状態が、データ条件を満たす、センサデータを含むかどうかを検出
する。
【００１８】
　再び、なおもさらなる実施形態では、時空間データに適用され、少なくとも１つの条件
の存在を検出するためのフィルタは、センサの運動を検出する。
【００１９】
　再び、なおも別の実施形態では、フィルタによってトリガされるイベントは、センサの
時空間状態を取得するために、ＲＦＩＤシステムによって、移動中であると判定される、
センサの読取である。
【００２０】
　なおもさらに付加的実施形態はまた、時間ベースのフィルタを適用し、時空間データベ
ース内の時空間データを条件付けるステップを含む。
【００２１】
　なおも別の付加的実施形態では、イベントは、通知送信、ＲＦＩＤシステムを使用した
センサ読取の始動、デバイスの起動、およびプロセスの始動から成る群から選択される。



(6) JP 2013-533835 A 2013.8.29

10

20

30

40

50

【００２２】
　再び、なおもさらなる実施形態では、センサクラウドは、バイナリ検出器、受動的ＲＦ
ＩＤタグ、能動的ＲＦＩＤタグ、および変換器を含む、ＲＦＩＤタグから成る群から選択
される、センサを備える。
【００２３】
　別のさらなる実施形態は、複数の読取ゾーンを有し、センサクラウド内のセンサの時空
間状態を取得するように構成され、各センサの時空間状態が、センサ情報、タイムスタン
プ、およびＲＦＩＤ読取機システムの読取ゾーンから独立して指定される、空間場所を含
む、ＲＦＩＤ読取機システムと、経時的に、複数のセンサの時空間状態を記憶するように
構成される、時空間データベースと、少なくとも１つのフィルタを時空間データベース内
のデータに適用することによる、少なくとも１つの条件の検出に基づいて、イベントをト
リガするように構成される、アプリケーションサーバと、を含む。
【００２４】
　再び、別のさらなる実施形態では、アプリケーションサーバは、少なくとも１つの空間
条件を含む、フィルタを適用するように構成され、各空間条件は、ＲＦＩＤ読取機システ
ムの読取ゾーンから独立して、少なくとも１つの空間場所を指定する。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】図１は、本発明のある実施形態による、センサクラウドから時空間データを収集
するステップと、フィルタを時空間データに適用し、資源可視性を提供し、アクションを
トリガするステップと、を伴う、プロセスを例証する。
【図２】図２は、本発明のある実施形態による、ＲＦＩＤシステムの被覆領域内に定義さ
れる、空間制約を概念的に例証する。
【図３】図３は、本発明のある実施形態による、存在検出フィルタを時空間データに適用
するためのプロセスを例証する、流れ図である。
【図４】図４は、本発明のある実施形態による、移動ベースのフィルタを時空間データに
適用するためのプロセスを例証する、流れ図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　次に、図面を参照すると、本発明の実施形態による、ＲＦＩＤシステムは、センサ情報
の時空間データベースを構築し、時空間データベース内のデータのパターンを検出し、そ
れに応答するように構築されるよう説明されている。多くの実施形態では、ＲＦＩＤシス
テムは、センサクラウド内のセンサの空間位置を特定可能である。用語「センサクラウド
」とは、ＲＦＩＤシステムの被覆領域内で可視である、センサのすべてを指す。情報が、
センサから収集されるのに伴って、ＲＦＩＤシステムは、センサの時空間軌道を説明する
、時空間データベースを構築することができる。フィルタは、センサクラウド内の資源に
適用される可能性が高い、実世界のアクションまたはビジネスプロセスの先験的知識に基
づいて、時空間データベース内のデータに適用することができる。
【００２７】
　読取ゾーン内のセンサの存在を単に識別するのとは対照的に、所与の時間において、セ
ンサの空間位置を特定する、本発明のある実施形態による、ＲＦＩＤシステムの能力によ
って、ＲＦＩＤシステムは、下層ＲＦＩＤ読取機インフラストラクチャによって判定され
る読取ゾーン内のセンサの有無の観点の代わりに、センサの空間場所および／または軌道
に応答可能となる。ＲＦＩＤシステムは、イベントの発生の追跡、アラートメッセージの
送信、１つ以上のデバイスの起動するための信号の送信、および／またはプロセスの始動
を含むが、それらに限定されない、種々の方法のいずれかにおける、時空間データへのフ
ィルタの適用を介して、取得される情報に反応することができる。さらに、実世界のビジ
ネスプロセスの修正は、下層ＲＦＩＤ読取機インフラストラクチャの修正を伴う必要はな
い。実世界のビジネスプロセスが変化するのに伴って、ＲＦＩＤシステムによって、セン
サクラウドから収集された時空間データに応じて、修正された一式のフィルタを定義およ
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び施行することができる。多くの実施形態では、イベントベースのフィルタが、センサ情
報の時空間データベースに適用される。いくつかの実施形態では、時間ベースのフィルタ
が、センサ情報の時空間データベースに適用される。時空間データをセンサクラウドから
収集し、フィルタおよび／または制約を適用するためのシステムおよび方法は、以下にさ
らに論じられる。
【００２８】
　（センサクラウド）
　本発明の実施形態による、ＲＦＩＤシステムは、センサ情報の時空間データベースを構
築するために、センサクラウドの存在に依存する。用語「センサ」とは、本明細書では、
物理的量を測定し、ＲＦＩＤシステムに情報を提供する、任意のデバイスを説明するため
に使用される。センサは、移動検出器等のバイナリ検出器のように単純であることができ
る。受動的ＲＦＩＤタグは、電磁波からエネルギーを得る、デバイスであって、入射信号
によって給電されると、タグは、デバイス、典型的には、識別シーケンスで事前にプログ
ラムされたデバイス内に埋め込まれた情報によって、応答する。より高度なＲＦＩＤデバ
イスは、化学的相互作用から生じるエネルギー等の種々の形態のエネルギーを変換するた
めの変換器、温度を感知するための電磁または熱結合器、あるいは圧力を測定するための
圧電変換器を含むが、それらに限定されない、埋め込まれたセンサ回路であってもよい。
用語「センサ」はまた、能動的ＲＦＩＤタグ等の埋め込まれたバッテリを伴う、センサを
包含する。前述の説明から容易に理解され得るように、用語「センサ」は、任意の特定の
タイプの情報を得ること、または任意の具体的エネルギー源の使用に制限されない。
【００２９】
　（センサクラウドからの時空間データの収集）
　センサクラウドからの時空間データの収集は、センサの空間場所を取得可能なＲＦＩＤ
システムの使用を伴う。センサの空間場所を取得するＲＦＩＤシステムと、その空間場所
を取得する（すなわち、空間場所を判定することができる、情報を独立して収集する）セ
ンサとを区別することができる。ＲＦＩＤシステムは、センサの空間場所の計算が、ＲＦ
ＩＤシステムの一部を形成しない、デバイスによって生成される信号のセンサによる受信
に依存しない時、センサの空間場所を取得すると見なされる。多くの種類のセンサは、そ
の独自の空間場所を取得する能力を含む（例えば、全地球測位システム（ＧＰＳ）受信機
を具備する、またはＲＦＩＤシステム以外のＲＦ源に基づいて、場所を判定可能である、
デバイス）。そのようなデバイスは、デバイスから受信した信号に基づいて、空間場所の
計算を可能にする。センサが、システムの空間場所を判定する際に使用される、ＲＦＩＤ
システム以外の源から情報を独立して収集する時、センサは、ＲＦＩＤシステムから独立
して、その空間場所を取得したと見なされる。
【００３０】
　読取ゾーンの観点から、ＲＦＩＤタグの場所のみ表すことができる、ＲＦＩＤシステム
は、典型的には、時空間データを生成不可能である（すなわち、生成されるデータは、セ
ンサの空間場所の代わりに、下層ＲＦＩＤインフラストラクチャの場所の観点から、指定
される）。いくつかの実施形態では、ＲＦＩＤシステムは、２００９年４月１４日出願の
Ｓａｄｒらの米国特許第１２／４２３，７９６号「Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｉ
ｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｔａｇ　Ｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｅｓｔｉｍａｔｉｏｎ　ａｎ
ｄ　Ｔｒａｃｋｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ　ａｎｄ　Ｍｅｔｈｏｄ」（その開示は、参照する
ことによって、全体として本明細書に組み込まれる）に説明されるＲＦＩＤシステムに類
似する、時空間データを収集するために使用される。他の実施形態では、センサの空間位
置を判定可能な任意のＲＦＩＤシステムを利用して、時空間データをセンサクラウドから
収集することができる。
【００３１】
　（時空間状態の定義）
　多くの実施形態では、ＲＦＩＤシステムによって収集される時空間データは、センサの
時空間状態と称され、少なくともセンサ情報、タイムスタンプ、および空間座標（例えば
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、ｘ、ｙ、ｚ）、または空間内の一意の位置のある他の表現を含む。前述のように、セン
サ情報は、ＥＰＣ識別子および／または変換器測定を含むが、それらに限定されない、種
々の形態のうちのいずれかをとることができる。センサの時空間状態はまた、ＲＦＩＤシ
ステムによって収集される他のデータを含むことができる。いくつかの実施形態では、セ
ンサの時空間状態は、センサデータを取得するように起動された励起子の識別、受信した
センサ信号の位相、および／またはセンサから受信した信号の到着の方向等であるが、そ
れらに限定されない、ＲＦＩＤ読取機インフラストラクチャによって収集される、低レベ
ル情報から導出されるデータを含む。容易に理解され得るように、時空間データベース内
のセンサの時空間状態を記録するために収集される、付加的データ（該当する場合）は、
具体的アプリケーションの要件に基づいて、判定することができる。
【００３２】
　（時空間フィルタの適用）
　ＲＦＩＤタグ等のセンサが、資源に固定されると、本発明の実施形態による、ＲＦＩＤ
システムは、施設内を移動するのに伴って、資源の時空間軌道を説明する、データベース
を構築することができる。時空間軌道は、在庫および資源場所の両方のリアルタイム可視
性を提供する。センサクラウド内で採用されるビジネスプロセスの先験的知識は、フィル
タを定義し、収集された時空間データベースに適用するために使用することができる。Ｒ
ＦＩＤシステムは、フィルタを収集された時空間データに適用することによって、取得さ
れた情報に応答することができる。多くの実施形態では、ＲＦＩＤシステムは、デバイス
の起動、プロセスの始動、および／または実世界のビジネスプロセスの修正を可能にする
、アラートの提供を行うことができる。本発明の実施形態による、時空間データの収集、
フィルタの収集された時空間データへの適用、および具体的フィルタによって取得された
情報への応答は、さらに以下に論じられる。
【００３３】
　本発明のある実施形態による、時空間データベースを構築し、実世界のビジネスプロセ
スの知識に基づいて、フィルタを適用するためのプロセスは、図１に例証される。施設内
の資源に関する時空間データ１０の収集および分析のプロセスは、ＲＦＩＤ受信機システ
ムを使用して、センサクラウド１２内のセンサの時空間状態を収集するステップであって
、センサクラウド１２が、資源に固定されたセンサを含む、ステップと、センサクラウド
内のセンサの時空間軌道を説明する、時空間データベース１４を構築するステップと、を
伴う。例証される実施形態において着目されるように、受動的ＲＦＩＤタグを含むが、そ
れらに限定されない、センサを担持する資源は、センサクラウドに出入りすることができ
る。
【００３４】
　一式のフィルタ１６は、センサクラウド内の実世界で生じるビジネスプロセスの先験的
知識に基づいて、定義される。データが、リアルタイムで収集されるのに伴って、これら
のフィルタは、時空間データベースと通信するように構成される、アプリケーションサー
バ（図示せず）によって、時空間データベースに適用することができる。多くの実施形態
では、フィルタの適用は、センサクラウド内のリアルタイム資源可視性を提供し、ＲＦＩ
Ｄシステムは、時空間データ内で観察されたパターンに応答し、センサクラウド内の資源
に関連する、ビジネスプロセスに介入する、および／またはそれを始動することが可能と
なる。いくつかの実施形態では、ＲＦＩＤシステムは、通知を送信する、ある形態の機械
間通信システムを介して、ＲＦＩＤシステムと通信するように構成される、デバイスを起
動または別様に制御する、および／またはＲＦＩＤシステムが、センサクラウド内から情
報を収集する様式を修正することを含むが、それらに限定されない、プロセスを始動する
ことによって、フィルタを使用して導出された情報に応答する。時空間データベースを構
築し、フィルタを適用して、資源可視性を提供し、フィルタを使用して検出された条件に
応答するためにプロセスは、以下にさらに論じられる。
【００３５】
　（センサクラウド内の条件を検出するためのフィルタの使用）
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　本発明の実施形態によると、ＲＦＩＤシステムは、フィルタまたは一式のフィルタを時
空間データベースに適用することによって、センサクラウド内の条件を観察することがで
きる。ＲＦＩＤシステムは、１つ以上のアクションを引き起こすことによって、条件また
は一式の条件の観察に応答することができる。いくつかの実施形態では、アクションは、
イベント駆動、および／またはデータ駆動されることができる。イベント駆動フィルタは
、センサクラウド内のセンサの時空間軌道に基づいて、トリガされる、アクションを引き
起こすように適用することができる。データ駆動フィルタは、１つ以上のセンサの状態の
非時空間成分に応答して、トリガされる、アクションを引き起こすために使用することが
できる。フィルタまたは一式のフィルタはまた、センサクラウド内のセンサの時空間軌道
と非時空間データとの組み合わせに基づいて、アクションを引き起こすように構築するこ
とができる。
【００３６】
　（イベント駆動フィルタ）
　本発明の実施形態によると、ＲＦＩＤシステムは、センサクラウド内の１つ以上のセン
サの２次元または３次元ユークリッド空間内の軌道の観点から指定される、イベント駆動
フィルタの定義を可能にする。そのような条件は、下層ＲＦＩＤ読取機インフラストラク
チャに結合されず、多様な移動に応答して、アクションのトリガを可能にする。以下にさ
らに論じられるように、存在検出または移動検出を伴う、単純フィルタを生成することが
できる。より複雑な移動フィルタは、場所のシーケンス間のセンサの移動を検出する。存
在検出フィルタまたは移動フィルタの高度化はさらに、センサが、具体的場所に滞在する
ことができる時間に関して、時間的制約を課すことによって、もたらすことができる。
【００３７】
　種々のイベント駆動フィルタの動作を例証するために、ユークリッド空間内の２次元エ
リアを定義する、一対の空間条件（すなわち、一式の許容された空間場所）が、図２に概
念的に例証される。いくつかのＲＦＩＤ励起子または読取機３０は、下層ＲＦＩＤ励起子
／読取機インフラストラクチャによって定義される、読取ゾーン３２内で読み取ることが
できる、エリアにわたって分布することができる。時空間データを収集する、本発明の実
施形態による、ＲＦＩＤシステムの能力によって、被覆領域を通してのＲＦＩＤタグの時
空間軌道を判定することができる。
【００３８】
　例証される実施形態から理解され得るように、イベントベースのフィルタのための空間
条件３４、３６は、ＲＦＩＤ励起子／読取機の読取ゾーンの境界から独立して、定義する
ことができる。例証される実施形態では、２つの長方形空間条件３４、３６は、いくつか
のＲＦＩＤ励起子／読取機の励起ゾーンの一部に重なるように定義される。長方形２次元
空間条件が、示されるが、具体的適用に適切な３次元空間条件を含むが、それらに限定さ
れない、種々の空間条件のいずれかを、本発明の実施形態に従って、利用することができ
る。以下にさらに論じられるように、空間条件が定義されると、種々のカテゴリのイベン
ト駆動フィルタを、適切な条件下、アクションをトリガするために、ある実施形態に従っ
て、ＲＦＩＤシステムによって生成された時空間データベースに適用することができる。
【００３９】
　（存在検出）
　その最も単純形態では、イベント駆動フィルタは、単純に、特定のセンサが、具体的空
間場所または一式の許容された空間場所（すなわち、空間条件）内に位置するかどうか検
出することができる。そのようなフィルタは、存在検出フィルタと称することができる。
存在検出フィルタは、ＲＦＩＤシステムによって取得されたセンサの空間場所を利用して
、ＲＦＩＤシステムの読取ゾーンから独立して定義された空間条件が、満たされるかどう
かを判定するため、単純に、センサが、従来のＲＦＩＤ受信機の読取ゾーン内にあるかど
うか検出するものと対比される。故に、複数の重複または非重複存在検出フィルタを、単
一読取ゾーン内に定義することができる。以下にさらに論じられるように、読取ゾーン／
下層ＲＦＩＤシステムインフラストラクチャから独立して複数の許容された空間場所を定
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義する能力は、存在検出においてだけではなく、多様なイベントベースのフィルタにおい
ても有用であり得る。
【００４０】
　本発明のある実施形態による、いくつかのセンサＮのために、存在検出フィルタを時空
間データに適用するためのプロセスが、図３に例証される。プロセス４０は、各センサに
対する空間場所情報を１つ以上の空間条件に対して段階的に試験するステップと、空間条
件に基づいて、イベントをトリガするステップと、を伴う。例証される実施形態では、カ
ウンタが、始動され４２、各センサの空間場所が、読み出される４４。各タグに対する空
間場所が、空間条件を満たすかどうかに関して、判定（４６）が、行われる。センサの空
間場所が、空間条件を満たす場合、イベントが、トリガされる（４８）。多くの実施形態
では、付加的データまたは時間的条件が、空間条件を満たすセンサに適用される。空間条
件ならびにデータおよび／または時間的条件が、満たされる場合、イベントが、トリガさ
れる。カウンタは、各センサの空間場所が、空間条件または一式の空間条件と比較された
という、判定（５２）が行われるまで、インクリメント（５０）し続ける。典型的には、
存在検出フィルタは、時空間データを連続で処理し、１つ以上の空間条件が、センサのい
ずれかによって満たされるかどうかをリアルタイムで判定する。
【００４１】
　図３に示される存在検出フィルタに類似する、存在検出フィルタの適用は、センサを特
定のエリアまたはレーンに関連付ける、存在検出フィルタを定義するステップを伴う、仮
想の柵を含む。例えば、仮想の柵は、傷みやすい商品が安全ではないエリアに置かれてい
る（例えば、冷蔵エリアから除去される）場合、通知メッセージのトリガを可能にする、
存在検出フィルタを使用して、定義することができる。仮想の柵は、セキュリティ監視お
よび電子式商品監視（ＥＡＳ）を含む、種々のエリア内における用途を有する。セキュリ
ティ用途は、非認可資源および／または立入禁止区域内に存在する人物に応答して、イベ
ントをトリガする、空間条件の定義を含む。ＥＡＳ用途では、空間条件は、資源の非認可
除去を検出するように定義することができる。仮想の柵は、特に、空港の荷物、ならびに
小包および郵便を含む、他のタイプの貨物の追跡を含むが、それらに限定されない、ロジ
スティック集約的セキュリティ用途において、有用であり得る。小売環境では、存在検出
フィルタの時空間データへの適用は、具体的人物または顧客の存在を識別するために使用
することができる。顧客の存在が検出されると、販売員に通知する、および／または顧客
に、顧客に関連する情報に基づいて、広告のディスプレイを制御することを含む、具体的
買物経験を提供する、イベントをトリガすることができる。
【００４２】
　存在検出フィルタはまた、乗客名簿生成の目的のため等を含むが、それらに限定されな
い、時空間データベースに適用され、空間条件を満たす、資源を自動的に集計することが
できる。次いで、付加的条件を、集計された資源に適用することができる。多くの実施形
態では、空間条件は、正しい資源群が、パレット上または中間準備地域内に位置するかど
うかの判定を可能にするように定義することができる。正しくない資源が、存在する（す
なわち、必要とされる資源が不在である、または望ましくない資源が存在する）時、イベ
ントをトリガすることができる。小売のコンテキストでは、類似の存在検出フィルタを使
用して、販売場所に隣接するレーン内の商品の存在を検出し、単一トランザクションとし
て存在する、資源を群化することができる。トランザクションデータは、販売場所で収集
された情報と比較することができる。代替として、存在すると判定された資源群に基づい
て、ＲＦＩＤシステムによって読み出された資源データを使用して、販売場所でトランザ
クションを行うことができる。小売および／または倉庫環境において有用であり得る、資
源を集計するための存在検出フィルタの他の適用は、具体的棚上または具体的中間準備地
域内の資源の数を計数するステップを伴う、棚上げ用途を含む。そのようなフィルタの拡
張は、ディスプレイ設置の遠隔監視を含む。労働衛生および安全のコンテキストでは、存
在検出フィルタは、安全エリア内での従業員の撤退および集合を含むが、それらに限定さ
れない、種々の目的のために使用することができる。
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【００４３】
　（空間条件のシーケンス）
　移動フィルタは、許容された空間条件のシーケンスを検出するために利用することがで
きる。多くの実施形態では、移動フィルタは、時空間条件Ｃが、許容された空間条件のシ
ーケンスを満たすように定義される。
【００４４】
【化１】

【００４５】
式中、ｃｉは、空間条件のシーケンス内の空間条件であって、Ｃは、各空間条件ｃｉの和
集合である。
【００４６】
　ある実施形態による、具体的センサに関して収集された時空間データに移動フィルタを
適用するためのプロセスは、図４に例証される。プロセス６０は、リアルタイムで行われ
る、または本発明のある実施形態による、ＲＦＩＤシステムによって、センサに関して既
に収集された時空間データに適用することができる。プロセス６０は、移動フィルタによ
って定義された空間条件のシーケンス内に、現在の空間条件の値を記憶する、カウンタｉ
を始動（６２）することによって、開始する。プロセスは、センサに対する空間場所を読
み出し（６４）、空間場所が、移動フィルタ内に定義された空間条件のシーケンス内の現
在の空間条件を満たすかどうかを判定する（６６）。空間条件が満たされる場合、カウン
タは、インクリメントされ（６６）、経時的なセンサの空間場所と空間条件のシーケンス
内の後続空間条件との間で比較が行われる。空間条件のシーケンス内の空間条件すべてが
満たされると、イベントが、トリガされる（７０）。多くの実施形態では、付加的データ
および／または時間条件が、センサに適用され、これらの付加的条件もまた、満たされる
と、イベントが、トリガされる。
【００４７】
　図２に戻って参照すると、一例として、移動フィルタは、センサが、２次元空間内に定
義された第１のエリア３４に入ると、センサが、第２の２次元エリア３６に入るべきでは
ないことを指定するように定義することができる。したがって、センサを担持する資源が
、第１のエリアに、次いで、第２のエリアに入る、シーケンスが検出される場合、イベン
トが、トリガされる。本タイプの移動フィルタの実施例として、アイテムが、棚から除去
され、異なる場所に戻され、アイテムの再棚上げの必要性の通知をトリガする等、読取ゾ
ーン内の移動に基づいて、イベントをトリガすることができる、移動フィルタが挙げられ
るが、それに限定されない。類似移動フィルタを使用して、デバイスまたは機械を起動す
る、あるいは資源の検出された移動に基づいて、プロセスまたは動作を開始することがで
きる。いくつかの実施形態では、移動フィルタは、複数のセンサに関して、空間条件のシ
ーケンスを監視する、移動フィルタが挙げられるが、それに限定されない。実施例として
、異なるツールが、プロジェクトの完了において使用される、シーケンスの監視、および
／または適切な在庫レベルあるいは具体的プロセスまたは動作のシーケンスのための資源
の可用性の保証が挙げられるが、それらに限定されない。
【００４８】
　前述の移動フィルタは、移動の具体的シーケンスの検出を伴うが、本発明の実施形態に
よる、多くの移動フィルタは、単純に、移動を検出する。多くの実施形態では、イベント
は、センサが移動すると、トリガされる。センサの移動に応答したイベントのトリガは、
ＲＦＩＤシステムが、センサに対する空間場所を取得可能である、正確性を改善するのに
有用であり得る。多くの事例では、ＲＦＩＤ読取機は、センサに同時に照会することによ
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って、相互に干渉し得る。したがって、移動フィルタは、センサが現在移動中の領域に対
して、センサの照会を制限するために使用することができる。さらに、センサが、移動中
である時、環境によるＲＦ劣化の影響が、空間ダイバーシチ（すなわち、センサが、時間
の経過に伴って、異なる位置から伝送している）のために低減される。したがって、空間
場所予測もまた、センサが移動中である時、より信頼性がある。
【００４９】
　具体的移動フィルタおよび移動フィルタの具体的用途が、前述されたが、種々の移動フ
ィルタおよび移動フィルタのための用途のいずれも、本発明の実施形態による、ＲＦＩＤ
システムによって収集された時空間データに基づいて、イベントをトリガするために利用
することができる。
【００５０】
　（時間ベースのフィルタ）
　時空間データは、必然的に、許容または禁止移動に基づく、フィルタリングに役立ち、
移動の時間的特色もまた、フィルタリングプロセスの一部として、利用することができる
。多くの実施形態では、時間ベースのフィルタは、商品の許容あるいは禁止滞在時間（す
なわち、商品が、定常であった時間の長さ）および／または商品の許容あるいは禁止移動
速度に基づいて、アクションをトリガするように定義される。いくつかの実施形態では、
時間ベースのフィルタは、滞在時間条件を存在検出フィルタまたは移動フィルタに追加す
るステップを伴う。いくつかの実施形態では、時間ベースのフィルタは、傷みやすい商品
の保管または取扱において利用される。例えば、時間ベースのフィルタは、傷みやすい商
品の有効期限後、実世界のビジネスプロセスにおける傷みやすい商品の使用に応答して、
イベントをトリガすることができる。時間ベースのフィルタはまた、ＲＦＩＤシステムに
よって収集された時空間データ内のエラーを検出する際に有用であり得る。
【００５１】
　場所エラーは、ＲＦＩＤシステムの被覆領域内のセンサまたは死角を特定するために、
ＲＦＩＤ受信機によって使用されるＲＦ信号の反射を含む、種々の理由から生じ得る。セ
ンサの場所を判定する際のエラーは、イベントアクションの正しくない施行をもたらし得
る。例えば、センサが、施設外にあると誤って判定されると、資源流出アクションが、施
行され、施設のリアルタイム在庫からの資源の除去をもたらし得る。しかしながら、経時
的に、場所エラーは、ＲＦＩＤシステムによって収集された時空間データを分析すること
によって、検出されてもよい。例えば、エラー源は、一時的または断続的であり得る。加
えて、センサの移動は、センサを死角から移動させる、および／またはセンサの位置をよ
り正確に判定することができる場所に移動させることをもたらし得る。したがって、時間
ベースのフィルタは、本発明の実施形態による、ＲＦＩＤシステムによって収集された条
件データに適用することができる。いくつかの実施形態では、時間ベースのフィルタは、
センサの時空間軌道に基づいて、適応可能であることができる。センサが、定常である時
、時間ベースのフィルタリングの間、より長い時間ベースを適用することができる。セン
サが、移動中である時、より短い時間ベースを適用することができる。いくつかの実施形
態では、適用される時間ベースの長さは、具体的用途の待ち時間公差によって判定される
。多くの実施形態では、時間ベースのフィルタは、フィルタを時空間データに適用するこ
とによって、１つ以上の条件を検出する、プロセスから識別された時空間状態データを排
除するために使用される。
【００５２】
　いくつかの実施形態では、被覆領域内の死角は、経時的に観察することができる。いく
つかの実施形態では、時空間状態予測は、死角を通って移動するのに伴って、センサの場
所に関して、自動的に提供されることができる。
【００５３】
　時間ベースのフィルタの具体的用途が、前述されたが、種々の時間ベースのフィルタの
いずれも、本発明の実施形態に従って、時空間データベースに適用され、イベントをトリ
ガする、および／またはデータを条件付けることができる。
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【００５４】
　（データ駆動フィルタ）
　容易に理解され得るように、データ駆動アクションは、時空間データを含有しない、デ
ータベースに適用することができる。データ駆動アクションをトリガする、条件は、典型
的には、時空間データを伴わないが、データベース内の時空間データの存在は、トリガイ
ベントに応答して、多様なアクションを可能にする。例えば、データ駆動アクションは、
選別され、パレットに形成されるべき、商品に取着されたセンサの場所のリスト等、単一
場所に収集されるべき、センサに関する空間情報のリストの生成を促すことができる。言
い換えると、フィルタは、センサクラウド内のセンサの時空間状態への所定の修正をもた
らすように設計されたアクションをトリガするように適用することができる。
【００５５】
　前述で広範に着目されたように、時空間条件はまた、他のタイプの条件と組み合わせて
、適用することができる。例えば、出荷要求（すなわち、非時空間条件）の入力は、ＲＦ
ＩＤシステムに、後続時空間データを検査するように促し、資源の適切な量および品質が
、タイムリーな様式で出荷されることを確認することができる。容易に理解され得るよう
に、時空間条件を単独または他のタイプの条件と組み合わせて使用して、イベント駆動ア
クションを定義する能力は、ほぼ無制限であり、具体的ビジネスプロセスに適切な種々の
イベント駆動アクションを、本発明の実施形態に従って、容易に定義することができる。
【００５６】
　（インフラストラクチャの修正を伴わない、ビジネスルールの修正）
　再び、図２を参照すると、イベント駆動アクションは、空間および／または時空間条件
の存在に応答して、施行することができる。前述のように、センサの時空間軌道を記録す
る、本発明の実施形態による、ＲＦＩＤシステムの能力は、下層ＲＦＩＤインフラストラ
クチャの構成要素の場所に制約される、読取ゾーンの観点の代わりに、２次元または３次
元ユークリッド空間の観点において、空間および時空間条件の定義を可能にする。その結
果、ビジネスプロセスの修正は、ＲＦＩＤシステムによって施行されるイベント駆動アク
ションのベースを形成する、空間および／または時空間条件の定義を単純に修正すること
によって、対応することができる。下層ＲＦＩＤインフラストラクチャの場所の修正は、
必要とされない。
【００５７】
　（データ検索）
　容易に理解され得るように、本発明の実施形態による、ＲＦＩＤシステムによる、時空
間データの収集は、実世界のビジネスプロセスの改良を可能にすることができる、情報の
ための時空間データの検索に対して、ほぼ無限の可能性を提供する。データ検索を使用す
ることができる方法の実施例として、センサクラウドを通してのワークフローおよび／ま
たはセンサクラウド内の再使用される資源の場所を観察ならびに最適化し、資源が、施設
を通して移動される効率を向上させることが挙げられるが、それに限定されない。
【００５８】
　（データ集計）
　本発明の実施形態によると、ＲＦＩＤシステムは、センサクラウド内のセンサから、時
空間データを収集する。多くの実施形態では、情報は、複数のＲＦＩＤシステムにわたっ
て集計され、サプライチェーン内のノードすべて内に可視性を提供することができる。い
くつかの実施形態では、ＲＦＩＤシステムのそれぞれからの時空間データは、単一時空間
データベースに集計される。他の実施形態では、ビジネスプロセスルールは、各施設に関
する資源可視性データを生成するための時空間データベースに応じて施行され、資源可視
性データが、単一データベース内で集計される。資源可視性を示す、データの実施例とし
て、資源流入データ、資源流出データ、および具体的資源種類の在庫が挙げられるが、そ
れらに限定されない。
【００５９】
　本発明は、ある具体的側面において説明されたが、多くの付加的修正および変形例が、
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当業者に明白となるであろう。したがって、本発明は、具体的に説明された以外にも、実
践されてもよいことを理解されたい。したがって、本発明の実施形態は、あらゆる観点に
おいて、制限ではなく、例証として、見なされるべきである。

【図１】 【図２】
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